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ロンドン 

　
二
〇
〇
四
年
は
英
国
議
会
の
歴
史
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
議
事
妨

害
が
起
こ
っ
た
。
一
つ
は
、
た
ま
た
ま
同
僚

夫
妻
が
居
合
わ
せ
た
、
父
親
の
権
利
復
権
を

唱
え
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
で
（
彼
ら
は
、

そ
の
後
バ
ッ
キ
ン
ガ
ム
宮
殿
で
も
や
っ
た
）、

も
う
一
つ
は
キ
ツ
ネ
狩
り
禁
止
法
案
に
反
対

す
る
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
後
者

は
一
九
四
九
年
に
提
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
る

が
、
次
々
提
出
さ
れ
は
じ
め
た
の
は
、
一
九

九
二
年
か
ら
で
、
こ
の
背
景
に
は
ア
ニ
マ
ル
・

ラ
イ
ト
運
動
の
進
展
が
あ
り
そ
う
だ
。
こ
れ

を
動
物
愛
護
運
動
な
ど
と
訳
す
と
間
違
い
で
、

そ
ん
な
生
易
し
い
も
の
で
は
な
く
、
動
物
に

人
権
と
同
じ
も
の
を
与
え
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
彼
ら
の
影
響
力
は
強
く
、
私
の
い

る
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
も
動
物
実
験
を
す

る
研
究
所
の
建
設
が
凍
結
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
。
英
国
は
伝
統
を
重
ん
じ
る
国
だ
が
、

う
え
の
二
つ
の
運
動
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
世
界
で
最
初

の
こ
と
を
や
っ
て
く
れ
る
国
で
あ
る
。
日
本

で
よ
く
や
ら
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
の
か
な
り

が
英
国
で
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。 

　
ブ
レ
ア
率
い
る
労
働
党
政
権
は
、
二
〇
〇

三
年
か
ら
出
産
休
暇
延
長
、
父
親
休
暇
の
導

入
な
ど
を
し
た
だ
け
で
な
く
、
有
給
出
産
休

暇
の
一
年
へ
の
延
長
な
ど
（
実
質
的
に
日
本

と
同
じ
に
な
る
？
）
も
予
定
し
て
い
る
。
私

は
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド
リ
ー
施
策
推
進
者

だ
か
ら
、
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
も
や
っ
と
こ

こ
ま
で
き
た
か
と
い
う
思
い
だ
け
で
な
く
、

歓
迎
す
る
気
持
ち
に
な
る
は
ず
だ
が
、
ど
う

も
ト
ニ
ー
・
ブ
レ
ア
と
い
う
男
を
感
情
的
に

好
き
に
な
れ
な
い
。
ブ
レ
ア
が
学
生
の
こ
ろ
、

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
で
最
も
高
い
ホ
テ
ル
で

あ
る
ラ
ン
ド
ル
フ
の
バ
ー
で
よ
く
酒
を
飲
ん

で
い
た
と
い
う
噂
を
聞
く
と
、
そ
こ
に
は
絶

対
行
き
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
。

ち
な
み
に
、
こ
の
バ
ー
は
私
の
愛
読
書
で
あ

る
コ
リ
ン
・
デ
ク
ス
タ
ー
の
主
人
公
モ
ー
ス

警
部
が
よ
く
行
く
の
で
有
名
に
な
り
、
現
在

は
モ
ー
ス
・
バ
ー
と
名
を
変
え
て
い
る
。 

　
大
英
帝
国
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
小
国
に

な
っ
た
イ
ギ
リ
ス
だ
が
、
い
ま
で
も
世
界
に

普
及
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
を
生
み
出
す
の
は

上
手
な
よ
う
だ
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
以
降
、
競
争

力
強
化
に
乗
り
出
し
、労
働
者
の
能
力（
エ
ン

プ
ロ
イ
ア
ビ
リ
テ
イ
）向
上
に
力
を
注
い
で

い
る
。
そ
の
仕
事
能
力
を
測
る
の
に
、
Ｎ
Ｖ

Ｑ
と
い
う
職
業
能
力
評
価
制
度
も
作
っ
て（
こ

れ
も
現
在
の
と
こ
ろ
英
国
だ
け
）、
訓
練
と

評
価
を
結
び
つ
け
る
政
策
を
推
進
し
て
い
る
。 

　
サ
ッ
チ
ャ
ー
以
降
は
じ
め
ら
れ
た
大
学
改

革
も
ブ
レ
ア
に
な
っ
て
加
速
化
さ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
政
府
補
助
が
削
減
さ
れ
、
ど
の
大

学
も
必
死
で
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
も
一
部
の

コ
レ
ッ
ジ
を
除
い
て
状
況
は
同
じ
で
あ
る
。

来
年
ぐ
ら
い
か
ら
実
施
さ
れ
る
入
試
改
革
に

は
、
Ａ
レ
ベ
ル
（
か
な
り
違
う
が
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
と
思
え
ば
よ
い
）
の
結
果
が
わ
か

っ
て
か
ら
志
望
大
学
に
出
願
で
き
る
よ
う
に

な
る
よ
う
だ
。
こ
ん
な
こ
と
を
今
さ
ら
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
英
国
で
大
学
進

学
率
が
急
上
昇
し
た
の
は
、
こ
の
一
〇
年
で

あ
る
。
希
望
が
増
え
た
と
い
う
よ
り
、
職
業

専
門
校
の
ポ
リ
テ
ク
ニ
ク
ス
な
ど
を
大
学
に

格
上
げ
し
て
急
激
に
増
や
し
た
わ
け
で
あ
る
。 

　
英
国
は
い
ま
統
計
を
と
っ
て
い
ら
い
最
低

の
失
業
率
と
い
う
く
ら
い
景
気
が
よ
い
が
、

大
学
を
卒
業
す
る
と
簡
単
に
就
職
で
き
る
か

と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ

ー
ド
大
学
も
圧
倒
的
に
良
い
か
と
い
う
と
そ

う
で
も
な
く
、
卒
業
六
カ
月
目
の
就
職
率
の

大
学
比
較
を
み
る
と
、
四
〇
大
学
が
含
ま
れ

る
九
五
％
以
上
で
な
く
、
つ
ぎ
の
九
〇
〜
九

四
％
に
は
い
っ
て
い
る（Student B

ook 2005

）。

専
攻
分
野
別
の
就
職
率
（
失
業
率
）
が
掲
示

板
に
貼
り
だ
さ
れ
て
い
た
が
、
二
〇
〜
三
〇

％
も
仕
事
の
見
つ
か
ら
な
い
分
野
も
あ
り（
ち

な
み
に
経
済
は
一
〇
％
以
上
だ
っ
た
と
思
う
）、

卒
業
が
大
変
な
だ
け
で
な
く
（
こ
れ
は
日
本

と
比
べ
れ
ば
言
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
）

就
職
も
大
変
で
あ
る
。 

 

脇
坂
　
明
（
わ
き
さ
か
・
あ
き
ら
） 

 

労
働
経
済
学
専
攻
。
主
な
著
書
に
『
日
本

型
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、

二
〇
〇
二
年
）
な
ど
多
数
。
二
〇
〇
四
年
四

月
か
ら
二
〇
〇
五
年
三
月
ま
で
オ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ー
ド
大
学
日
産
日
本
問
題
研
究
所
の
客
員

研
究
員
。 



10月の主な受け入れ図書 

開館時間：9:30～17:00 
休　館　日：土曜日、日曜日、国民の祝日、年末年始（12月28日～１月４日）、その他 
電話番号：03(5991)5032／FAX：03(5991)5659 
利用資格：閲覧はどなたでも自由にできます 
貸　　出：和書・洋書とも２週間、５冊までです 
※身分証明書（運転免許証、健康保険証など）をお持ちください 
レファレンスサービス：図書資料の所在調査などのサービスを行っています 

　当図書館は、社会科学関係書を中心に和書96,000冊、洋書24,000冊、和洋の製本雑誌20,000冊を所蔵している労働関係の専門図書館です。 
　労働関係の分野には、労働法、労働経済、労働運動、雇用職業、女性労働、パート派遣、高齢者労働、障害者労働、外国人労働、社会福祉などがあり、これらで、
蔵書の半数以上を占めています。この他にも、経済書をはじめ経営学、心理学、教育学、社会学など関係分野に及んでいます。また、和雑誌（490種）、洋雑誌（220
種）、紀要（450種）、組合機関誌・紙についても、受け入れています。 
　特色としては、厚生労働省をはじめとする官公庁発行の統計類などの
逐次刊行物、日本経団連など経営者団体の刊行物や民間研究団体刊
行物、社史があり、労働組合に関しては、労働運動史、ナショナルセンター
や産業別組合の大会資料などを継続的に収集しています。洋書について
は、特にILO（国際労働機関）総会の議事録やOECD（経済協力開発機
構）の刊行物や各国政府の労働統計書などを収集して閲覧に供していま
す。特殊コレクションは、戦前・戦後を通して労働組合の歴史的に貴重な
原資料を収集、保管しています。 

ご案内 

労働図書館（資料センター） 
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図書館だより 

図書館だより 

①手塚和彰著『外国人労働者研究』信山社出版 
外国人労働者問題研究は第二ステージに入っているが、本書は、当該分野研究の第一人
者である著者の既発表論文を収録している。日本の受入政策、国際比較、外国人労働者
の実態の３部より構成され、今後の政策研究の基礎となっている。（xi+397頁，A5判） 

④佐藤博樹編著『パート・契約・派遣・請負の人材活用』日本経済新聞社 
非正規社員の活用法については、数多の図書が刊行されているが、本書は雇用関係のない派
遣・請負等の多様な働き方や法律面の留意事項にも言及されている「人材活用ポートフォリ
オ」戦略の書である。わかりやすくコンパクトな実務書となっている。（169頁，新書判） 

②玉木伸介著『年金 2008年問題』日本経済新聞社 
公的年金制度の積立金とその運用に焦点を当て、政府の「財投改革」も念頭におき、民
間年金の積立金運用との比較分析をしている。総合研究開発機構の「高齢化社会におけ
る政策優先性の研究」の一環であり、研究・分析はさらに続行中である。（238頁，B6判） 

⑤安田雪著『人脈づくりの科学』日本経済新聞社 
豊かな人間関係を築くためには知り合いの量が大事なのか、それとも質を求めるべきなのか。
解答は一つではないであろうが、本書によれば「数ではなく質」である。ではどのような
人間関係の質を求めるべきなのか。解答は本書に体系的に示されている。（253頁，B6判） 

③太田聰一・橘木俊詔著『労働経済学入門』有斐閣 
少壮の実力派の労働経済学者とアイデア豊富で精力的な泰斗の労働経済学者の手になるテキ
スト。フリーター、男女共同参画、高齢者雇用、等カレントなテーマが数式なしに解説され
ている。肩肘はらずに最新の労働経済のテーマにアクセス可能である。（ix+224頁，B6判） 

⑥百瀬好子・山本知男著『「金の卵」の四十年』つくばね社 
昔「金の卵」という言葉があった。本書では「賃金が低く、使いやすい（主に地方出身の）
新規中卒就職者」のことである。かつて定時制高校の教師であった著者が40年ぶりに再会し
た金の卵からのヒアリング記録と、当事者自身の自分史から構成されている。（229頁，B6判） 

⑦日置弘一郎・川北眞史編著『日本型ＭＯＴ』中央経済社（viii+213頁,A5判） 
⑧西村清彦・峰滝和典著『情報技術革新と日本経済』有斐閣（v+231頁,A5判） 
⑨林周二著『研究者という職業』東京図書（viii+261頁,B6判） 
⑩西田小夜子著『定年夫は、なぜこんなに「じゃま」なのか』ソニー・マガジンズ（254頁,B6判） 
⑪関西女の労働問題研究会編著『竹中恵美子が語る「労働とジェンダー」』ドメス出版（213,A5判） 

⑫薗田碩哉著『遊びと仕事の人間学』遊戯社（227頁,B6判） 
⑬本多信一著『食べていくための自由業・自営業ガイド』岩波書店（x+220頁,新書判） 
⑭橘由加著『アメリカの大学教育の現状』三修社（243頁,B6判） 
⑮加藤周一・ロナルド・ドーア監修『日本を問い続けて』岩波書店（xi+252頁,B6判） 
⑯勝又壽良・岸真清著『NGO・NPOと社会開発』同文舘出版（7+207頁,A5判） 

（新着受け入れ図書の詳細は、当機構ホームページの「労働図書館」内「新着図書情報」をご覧ください） 

　
当
機
構
の
祖
父
の
代
に
当
た
る
日

本
労
働
協
会
の
設
立
目
的
が
「
健
全

な
労
使
関
係
の
育
成
の
支
援
」
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
当
資
料
セ
ン
タ
ー

に
は
多
く
の
労
働
組
合
機
関
誌
・
労

働
組
合
新
聞
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
数
は
一
〇
〇
誌
・
紙
以
上
に
上

り
ま
す
（
タ
イ
ト
ル
名
は
当
機
構
Ｈ

Ｐ
の
「
所
蔵
雑
誌
リ
ス
ト
」
の
当
該

頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）。加
え
て
多
く

の
労
働
組
合
の
ご
協
力
を
得
て
、
大

会
資
料
も
継
続
的
に
収
集
し
て
い
ま

す
。
組
織
率
が
二
〇
％
を
切
っ
た
と

は
い
え
、
労
働
組
合
は
、
公
正
な
労

働
を
実
現
す
る
社
会
的
ア
ク
タ
ー
と

し
て
の
潜
在
力
を
秘
め
て
い
ま
す
。

今
後
の
労
働
組
合
運
動
を
再
構
築
す

る
た
め
に
は
、
過
去
の
歴
史
に
学
ぶ

と
と
も
に
、
世
界
の
労
働
運
動
の
姿

を
知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
労
使
関
係
図
書
資
料
を
多
数
所

蔵
し
て
い
る
当
資
料
セ
ン
タ
ー
を
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
組
合
運
動
家
に
か

ぎ
ら
ず
研
究
者
に
と
っ
て
も
貴
重
な

資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
労
使

関
係
に
お
い
て
も
研
究
の
メ
ッ
カ
と

も
な
る
べ
く
図
書
・
資
料
の
収
集
・

保
存
・
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

  

図
書
館
長
の
つ
ぶ
や
き 

 

旧
日
本
労
働
研
究
機
構
時
代
に
は

、

新
宿
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
と
上
石
神
井
資

料
セ
ン
タ
ー
の
二
館
体
制
で
公
開
図

書
館
と
し
て
の
機
能
を
遂
行
し
て
き

ま
し
た
が
、
昨
年
の
三
月
に
新
宿
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
を
閉
館
、
新
法
人
に
お

い
て
も
、
上
石
神
井
一
館
で
運
営
し

て
い
ま
す
。
立
地
条
件
に
か
か
わ
ら

ず
貴
重
な
図
書
・
資
料
を
あ
ま
ね
く

提
供
で
き
な
い
か
と
思
案
投
げ
首
の

日
々
で
す
。
情
報
通
信
手
段
の
発
達

に
よ
り
ユ
ビ
キ
タ
ス
図
書
館
（
電
子

図
書
館
）
も
単
な
る
夢
物
語
で
な
く

な
る
日
も
そ
う
遠
く
な
い
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
図
書
の
香
り
、
人
類
の

偉
大
な
知
的
財
産
に
囲
ま
れ
て
い
る

と
い
う
図
書
館
の
雰
囲
気
を
伝
え
る

こ
と
は
不
可
能
で
し
ょ
う
。
是
非
遠

方
の
方
も
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
い

て
、
図
書
の
香
り
・
雰
囲
気
に
浸
り

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。 

今
月
の
耳
よ
り
情
報 


